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脱
脂
粉
乳
っ
て
知
っ
て
る
？

桜
の
花

の
塩
漬
け
と

ワ
カ

メ

を

交
ぜ
た

ご
飯
、
春
野
菜

の
う

ま

煮
、
サ

フ
ラ
の
西
京
焼
き
、

牛

乳
が
並
ぶ
。
使
う
の
は
、
お

は

し
。

フ
ォ
ー
ク

兼
用
の

「
先

割

れ

ス
プ
ー

ン
」
世
代

の
私

に

は
、
隔
世

の
感
が
あ
る
。

う
ま
煮

の
高
野

豆
腐
を
か
む

と
、
だ
し

の
味
が
じ
わ
り
と
広

が

る
。
牛
乳
と

ご
飯

の
組
み
合

わ

せ
は

、

「
お
か
ず

次
第

」
と

子
ど
も
た
ち
。

こ
の
日
は

、
牛

乳

に
合
う
そ
う
だ

。

４
月

の
献
立
を
見
せ

て
も
ら

っ
た

。
週

の
半
分
以

上
が

ご
飯

だ

。
タ
ケ

ノ

コ
を

使
う
日
は
、

早
朝
か
ら
学
校

の
調
理
室

で
ゆ

で
る
。
手
が

込
ん

で
い
ま
す

ね
。

そ
う
問
い
か
け
る
と
、
栄
養
教

諭

の

戸

城

由

己

子

さ

ん

（
５８

）

は
、

「
も

っ
と
す

ご
い

メ

ニ

ュ

ー
を
出

し
、
食

器

に
も
凝

っ
て

い
る
学
校

も
あ
る
。
ウ
チ
は

ご

く

平
均

的

で
す

」
。
ず

い
ぶ
ん

変
わ

っ
た
も

の
だ

。

私
は
１
９
６

０
年
代

に
東

京

の
公
立
小
学
校

で
学
ん

だ
。

給

食

の

時

間

は

慰

鬱

だ

っ

ロ
シ

ア
経
済
は

、
原
油

価
格

の
下
落
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問

題

に

よ

る
欧

米
諸
国
か

ら
の
経
済

制

裁

で
、
苦
境

に
陥

っ
て
い
る
と

言

わ
れ

て
い
る
。
実
態
は

ど
う

か

。
経
済

デ
ー
タ

な
ど
か

ら
探

っ
て
み
た

い
。

２
０
１
４
年

の
１
年
間

に
、

ル
ー
プ

ル
の
対
ド

ル

レ
ー
ト
は

約

４２
％
も
下
落

し
、

ロ
シ

ア
の

株
価
も
約
４６
％
下
が

っ
た

。
年

間

の
物
価
上

昇
率
は
■
％

に
達

し
た

。
イ

ン

フ
レ
は
国
民

生
活

た

ば

た

　
　

．し
ん

い
ち

ろ

う

田
畑
　
伸

一
郎

氏

北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ

・
ユ
ー
ラ
シ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
同
セ
ン
タ
ー
長
。

専
門
は

ロ
シ
ア
経
済
の
５８
歳
。

影
響

し
た

。

１５
年
の
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
、

マ

イ
ナ

ス
成
長

に
陥
る
可
能
性
が

高

い
。
１４
年

の
原
油
価
格

は
ヽ

年
平
均

で
は
１
り
＝
１
０
０
が

に
近
か

っ
た
が
、
現
在
は

５０
が

前

後

で
推
移
し

て
お
り
、
す
ぐ

に
戻
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
そ

の

影
響
だ
け

で

マ
イ
ナ

ス
に
な

っ

て
し
ま
う
だ

ろ
う

。

も
と
も
と

ロ
シ

ア
で
は
、
原

油
価
格
が

下
落
す
る
と
、
輸
出

だ
け

で
な
く

企
業

の
投
資
や

個

人
消
費
が
大
き
く
冷
え
込
む
傾

向
が
あ

る
。
今
回
は
、

こ
れ

に

経
済
制
裁

が
加

わ

っ
て
い
る
た

め
、
心

理
的
な
影

響
は

一
層
大

ヽ
き
く
表
れ

る
か
も

し
れ
な
い

。

一
方

、
ル
ー
プ

ル
安
や
輸
入

の
減
少
は

、
長

い
日

で
見
る
と

ロ
シ
ア
経
済

に
プ

ラ
ス
に
働
く

面
も
あ
る

。

こ
れ
ま

で

ロ
シ

ア

は
、
石
油

・
ガ

ス
の
輸
出
収
入

の

増
大

で
ル
ー
ブ
ル
高
が
進
み
、

国
内

製
造
業

の
競
争

力
が

弱
く

な

っ
て
成
長
が
妨
げ

ら
れ
る
と

い
う
、

い
わ
ゆ

る

「
オ

ラ

ン
ダ

病

」
に
苦

し
め
ら
れ

て
い
た
。

ル

ー
プ

ル
安

に
な
れ
ば
、
国

内
産
業

に
追
い
風
が
吹
く
。
輸

入
が
減

っ
た
分

、
国
内
か

ら

の

・

供
給

に
切
り
替
わ
り

、
国
内

の

生
産
を

押

し
上
げ

る

「
輸
入
代

・

替

」
が

食

品
工
業
な
ど

で
起
き

せ
、
石
油

・
ガ

ス

ヘ
の
依
存
度

を
減
ら
す
と

い
う

も

の
だ

。
先

進
国
企
業

の
進
出

に
よ

る
技
術

協
力
、

つ
ま
り
外
国
か

ら

の
投

資
が

不
可
欠

で
、
今

の
政

治
状

況

で
は

展
望
は
開
け
な

い
が

、

経
済
の
構
造
転
換
を
目
指
す
意

識

は
確
実

に
高

ま
る
だ

ろ
う
。

経
済
制
裁

・
逆

制
裁

の
影
響

は
欧
米
も
強
く
受
け

て
い
る
。

世
界
経
済

の
相

互
依
存
関
係
は

強
ま

っ
て
お
り

、
と
く

に
日
本

は
石
油

・
ガ

ス
の
輸
入
や
自
動

車

の
輸
出

で

ロ
シ

ア
経
済
と
関

係
が
深
い
。
原
油
安

に
苦

し
む

ロ
シ

ア
経
済
が
、
経
済

の
構
造

改
革

に
道
筋
を

つ
け
ら
れ

る
か

ど
う
か
も

、
今

後

の
注
目
点
と

な
り
そ
う
だ

。

熟報
黒

危
機
と
は
言
え
な
い
露
経
済

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。
ロ
シ
ア
の
国
内

総
生
産

（Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
実
質
成

長
率
は
１３
年
に
す
で
に
１

・
３

％
と
低
か

っ
た
が
、
１４
年
に
は

０

・
６
％
ま
で
下
が

っ
た
。

ロ
シ
ア
経
済
は
、
石
油

。
ガ

ス
会
社
の
業
績
に
大
き
く
左
右

さ
れ

る
た
め
、

原
油
価
格

の
下

・

落
が

直
撃

し
た

。
金
融
、

エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野

で
の
取
引
制
限
な

ど
欧
米
か
ら

の
経
済
制
裁
と

、

ロ
シ

ア

が

適

用

し

た

逆

制

裁

・

（
食

品
の
輸

入
禁
止
）
に
よ
り

、

ロ
シ

ア

ヘ
の
商

品
や
資
本

の
流

入
が
大
き
く
減
少

し
た

こ
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（
写
真
左
上
か
ら
時
計
回
り

に
）
①
東
京

・
台
東
区
の
小
学
校

で

の
給
食

（
１
９
５
２
年
頃
撮
影
）
②
米
国
か
ら
日
本

に
送
る
脱
脂

粉
乳

の
贈
呈
式

（
月
刊

「
学
校
給
食
」
提
供
、
１
９
５
６
年
米
カ

リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

で
撮
影

）
③
金
沢
製
粉

（
金
沢
市

）
の
小
麦
粉

「
頭
脳
粉
」
で
作

っ
た
「
頭
脳
バ
ン
」
。
１
９
６
０
年
の
発
売
以
来
、

現
在
も
売
ら
れ

て
い
る
④
給
食
当
番
が
、
脱
脂
粉
乳

の
ミ
ル
ク
を

注
ぐ

（
１
９
６
３
年
頃
撮
影
）

は
脱
脂
粉
乳
は

飼
料
な
ど

の
加

工
用

で
、
ミ

ル
ク

に
し

て
飲
む

こ
と
が
な
い

」
。
学
校

給
食

で

使
う

の
に
、
米
国

の
衛

生
管
理

が
緩
い

の

で
は
、
と
い
う
不
安

を
取
り
上
げ
た
も

の
だ

っ
た

。

小
麦
は
ど

う
だ

っ
た

の
か

。

柴

田
さ
ん
は

「
朝
鮮
戦
争

の
前

後

に
、
世

界
的
な
農
産
物

の
過

剰
在
庫
問
題
が
表

面
化

し

て
い

た

」
と
い
う

。
米
国
も
余

っ
た

小

麦

を

輸

出

し

た

が

っ
て

い

た

。　
一
方
、

日
本
は
ド
ル
不
足

や
給
食
予
算

の
捻
出

に
頭
を
悩

ま
せ

て
い
た
。
　

　

　

・

双
方

の
打
開
策
と
な

っ
た

の

が
、

日
本
と
米
国
が
５５
年
と

５６

年

に
調
印
し
た

「
余
剰
農
産
物

協
定

」
だ
。
米
国

の
余

っ
た
農

産

物

を

受

け

入

れ

る

代

わ

り

に
、
円

で
代

金
を
払
え
る
、
学

校
給
食
用
は
無
償

で
贈
与
さ
れ

る
、
な
ど

の
内
容
だ

っ
た
。

こ
の
頃

か

ら
、
パ

ン
と
洋
風

の
食
事
を
推
進
す
る
動
き
が
盛

ん

に
な

っ
た

。

パ

ン
食

の
方
が
頭
の
働
き
が

良
く

な
る
と

説
く

「
頭
脳
」
（
カ

て
い
る
よ
う
だ

。
家

電
や
自
動

車
な
ど
外
国
企
業
の
現
地
生
産

も
拡

大
が
見
込
ま
れ
る
。

１４
年

に
は

・
、
輸
入

の
減
少

に

よ

っ
て
貿
易
収
支

の
黒
字
が

微

増
と

な
り
、
経
常
収
支

の
黒

字

は
５
０
０
億
が

六
約
６
兆
円

）

を
超
え
た
。
連
邦
予
算
の
財
政

赤
字
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

で
０

・
５

％

に
過
ぎ
ず
、
外
貨
準
備
高
は

３
８
５
５
億
が

（
約
４６
兆
円
、

１４
年
末
現
在
）
と
世
界
の
８
位

以
内

に
入
る
と
み
ら
れ
る

。
原

油
高
時
代

の
蓄
積
が
あ
り
、
経

済
が
、
が
た
が
た

に
な

っ
て
い

る
ゎ
け

で
は
決

し

て
な
い
。

も
と
も
と
、

ロ
シ
ア
が
描

く

中

長
期
の
経
済
戦
略
は
、
設
備

の

更

新

で
製

造

業

を

発

展

さ

給

食

協

会

の

細

井

壮

一
代

表

（
７０
）
は
、
「
余

っ
た

米
を

子
ど
も

に
押
し

つ
け

る

の
か
、
と
言
わ

れ
た
り

し
た

。
で
も
、
米
飯

に
合

う

メ

ニ

ュ
ー

の
開
発
が
進
む
な

ど

、

効

果

は

大

き

か

っ
た

」
と

話

す

。
和

食

こ

そ

バ

ラ

ン

ス
良

い
食
事

、
と
言
わ
れ

る
よ
う

に

も
な

っ
た

。
　

・

‥
綸
食
を

食

べ
な
が
ら

子
ど
も

た
ち

に
聞
い
た
。

「
脱
脂
粉
乳

っ
て
知

っ
て
い
る
？

」
。

「
知

ら
な

い
」
「
聞

い
た

こ
と
あ
る
。

す

ご
―
く
ま
ず
か

っ
た
ん
だ

っ

て
」
。
も
は
や

伝
説

の
世
界
だ
。

小

麦
が
余

れ
ば

パ

ン
、
米
が

余
れ
ば

米
飯

。
給
食
は
時

々
の

政
治
や

経
済

の
影
響
を
受
け

て

き
た

。
だ
が
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
、
進

化
を
続
け

て
い
る
。

気

に
な
る
話
も
耳

に
し
た

。

栄
養
や
味

に
こ
だ
わ

っ
て
工
夫

を
凝

ら
す
学
校
が
あ

る

一
方
、

安
さ

な
ど
効
率

優
先

の
と

こ
ろ

も

あ
る

。
給
食
格
差

が
生
ま
れ

つ
つ
あ
る
と

い
う

の
だ
。

こ
れ

か

ら
ど
う
変
わ

っ
て
い
く

の
だ

ろ
う
。
少

し
心
配

に
な

っ
た

。
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◇
‥
開
き
の
方
向

黒
１３
と
か
け
れ
ば
、
自
１４

の
ハ
イ
か
ら
１６
と
曲
げ
て
２０

の
飛
び
ま
で
は
こ
う
な
る
と

こ
ろ
９
次
い
で
黒
イ
の
ケ
イ

マ
は
利
か
な
い
。
自
日
の
受

け
を
期
待
す
る
の
は
甘
い
。

先
手
を
失

っ
て
し
ま
う
。

黒
の
次
の

一
手
が
迷
う
と

こ
ろ
だ
。

合
い
に
な

っ
ア

右
辺
を
優

図
、
黒
１
と
円

ど
と
下
辺
を
白

白
‥
日
本
女
子
プ

ロ
将
模
協
会
は
公

認
プ

ロ
制
度
の
見
直
し
を
行

っ
た
。
引

退
後
に

「
Ｌ
Ｐ
Ｓ
Ａ
プ

ロ
」
の
道
を
作

り
、
ツ
ア
ー
女
子
プ

ロ
制
度
は
終
了
。

(■ 2八同金 までの局面 )

羅
鞭

襲
ソ

Ｕ

Ａ
阿
久
津

樹
頻
一

３
５
四
歩

‥

残
し
た
が
、
且

●
５
六
桂
　
６
　
０
５
五
角
　
３
　
が
足
り
な
か

（

■
６
六
銀
　
‥
　
３
３
三
角
　
１４

転
へ
自
の
生
「
満

■
２
四
歩

２
　
３
４
二
玉
　
９

「

つヽ
「
諏
日
ｒ

ａ
２
三
歩
成
‥
　
３
６
六
角
・
―

性
か
湾
潜
ヽ
性

●
同

歩
　
‥
　
畠
５
一
玉
　
‥
　
る
と
言
え
る
。

■
１
一
飛
　
＝

・白
４
一
香
　
１

本
局
で
の
頑
〓

ｎ

３

二
と

　

…
　

８
６

一
玉

　

‐
　

ド^

ノ
ー

、

Ｄ́
Ｏ

・
４
一と　
‥　
８
３
二銀
　
５　
．「■
東
〕
嚢
ヽ

５

時
濶

（
ｍ
４ ４

一
３６５８
効

）
９８

手

一役

蜘

征

”

紳
｝一

◇
…
根
性
の
粘
り

深
浦
は
昨
年
度
に
関
し
て

「
各
棋
戦
で
惜
し
く
は
あ

っ

た
が
、
形
に
な
ら
な
か

っ
た

の
が
残
念
」
と
振
り
返
る
。

挑
戦
者
決
定
戦
で
羽
生
善
治

名
人
に
敗
退
し
た
棋
王
戦
を

筆
頭
に
各
棋
戦
で
好
成
績
を

図
の
後
手
工

は
な
い
が
、
レ

玉
に
迫
る
順
ぶ

模
士
な
ら
投
７

し
く
な
い
が
、

た
８
５
四
歩
け

に
通
す
根
性
（

阿
久
津
は
ｎ

６
六
銀
と
守
倍

持
ち
時
間

自ヽ
１

・
１４
分
一　
あ
る
。
黒
２３
め

各
８
時
間

黒́
０

・
３９
分
一　
の
も
大
き
い
が

１４
～
２４

（
■
を
再
掲
）

　

先
し
た
の
が
一
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